
付録 : 地方会抄録

第 四 国東海小児整形外科懇話会

当番幹事 : 和田郁雄 (名古屋市立大学整形外科)
日 時 : 2004 年 2 月 14 日 (土)
場 所 : 大正製薬 (株) 名古屋支庖 8 階ホ ー ル
主 題 : 小児骨関節感染症

一般演題 座長 : 堀内 統
1 . 先天性筋強直性ジス ト ロ フ ィ ーの 5 例

愛知県青い鳥医療福祉セ ン タ ー整形外科

0筒井 求 ・ 岡川敏郎 ・ 栗田和洋
男児 l 例， 女児 4 例であ り ， 受診時年齢 は平均

2 歳 2 か月 で あ っ た . 整形外科領域 に お け る 主 な
問題点 と し て全例 に 尖足， 2 例 に膝過伸展， 3 例 に
股関節亜脱臼 を認め た . 尖足， 膝過伸震 に対 し て
は可動域訓練お よ び短下肢装具着用下に立位 ・ 歩
行訓練 を行い， 股関節亜脱臼 に対 し て は経過観察
中であ る . 現在 2 例 は独歩， 1 例 は膝立ち 移動が可
能 に な っ て い る . 本疾患の治療 に つ い て文献的考
察 を加 え て報告す る .

2 . 家族性撞性対麻薄に対す る尖足矯正手術
愛知県青い鳥医療福祉セ ン タ ー整形外科

O栗田和洋 ・ 筒井 求 ・ 岡川 敏郎
脊髄小脳変'性症の一種であ る 家族性産性対麻療

は ， 下肢優位の錐体路症候 に よ る 産性歩行， 尖足
変形を呈す る 遺伝性疾患であ る . 今回， 進行性の
尖足変形 を呈 し た 2 名 (男子 2 名， 17 歳， 16 歳) に
対 し矯正手術 を行っ た が， 窪性 に 隠れた筋力低下
が術後明 ら か と な り 歩行能力 の改善 は さ ほ ど得 ら
れな か っ た ，

3 . 外傷性大腿骨頭壊死症に対 し 外転歩行装具に よ り
治療 し た 1 例

0増井徹男 ・ 北小路隆彦 ・ 長谷川幸治
石黒直樹

症例 は 10 歳， 男児で交通事故 に よ り 右大腿骨頚
部骨折受傷. 鋼線牽引施行後， 受傷 6 日 目 に続血
的骨接合術 を 行 っ た ， 術後 は免荷 し て い たが術後
4 か 月 の MRI で 壊 死 を 認 め た . 術 後 7 か 月 の
MRI では壊死病変の縮小 を認め た の で， 外転歩行
装具で荷重 を 開始 し た . 受傷 2 年 3 か月 の現在終
痛な く 独歩可能であ る . 本症例の壊死部 は外転位
で非荷重部 と な っ た の で， 外転歩行装具 に よ り 荷
重 を許可 し た が， 良好な壊死修復が得 ら れた.

4 .  1 歳 8 か月 児に認め ら れた 骨盤部好酸球性肉芽塵
症の 1 例

あ い ち 小児保健医療総合セ ン タ ー整形外科

0野上 健 ・ 服部 義
愛知県心身障害者 コ ロ ニ ー 中央病院繋形外科

矢崎 進
愛知医科大学整形外科 佐藤啓二

歩行， 起立不能 を 主訴 と し ， 診断 ま で に 約 1 か
月 半 を要 し た 骨盤部好酸球性肉芽腫症の 1 例 を経
験 し た の で報告す る . 症例 は 発症時年齢 1 歳 8 か
月 の男児. 誘因無 く 肢行 を呈 し ， 1 週間後に は歩行
不能 と な る . 他医療機関 を 2 か所受診す る も 異常
を指摘 さ れず， 症状が継続す る た め 当 セ ン タ ー受
診. 下肢の画像， 理学所見で明 ら か な異常 を認め
ず， 背髄疾患の 除外 目 的 に腰椎 MRI 検査施行. 骨
盤部 に骨腫蕩像が認め ら れ， 切開生検 に て好酸球
性肉芽腫症 と 診断 さ れた

5 . 小児骨形成不全症に発生 し た両側肘頭骨端線損傷
の 1 例

三重県立草の実 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー整形外科

0長倉 剛 ・ 西山正紀 ・ 二井英二
上野総合市民病院整形外科 山崎征治
三重大学整形外科 内 田淳正

症例 : 15 歳， 女性. 11 か 月 時 に 骨形成不全症
type 1 と 診断 さ れ当 セ ン タ ー に て follow さ れ て
いた 11 歳時 に左肘頭骨端損傷 (Salter-Harris 分
類 II 型) ， ま た 治癒後 12 歳 時 に 右肘頭骨端損傷
(Salter-Harris 分類 II 型) を 認 め ， い ず れ も 観血
的整復固定術 を行い 良好な結果であ っ た 小児骨
形成不全症 に発生す る 両側肘頭骨端線損傷 に つ い
て考察す る .

6 . 難治性内反足 に対す る 前睦骨筋腫移行術併用 の治
療経験

岐阜県立希望が丘学園獲形外科

0吉田 実 ・ 徳山 剛 ・ 岩佐一彦
経験 し た 症例 は 3 例 4 足 (先天性内反足 1 例 ・ 麻

簿性内反足 2 例) ， 手術時年齢 は 7�16 歳であ る .
先天性内反足症例 は ， 2 度 の軟部解離術が既 に 施
行 さ れた難治例であ り ， 他 は初診時通常 の解離術
の みで は矯正が困難 と 診断 さ れた症例であ る . こ
れ ら に 対 し て Hoffer ら の 方法 に 準 じ た 前腔骨筋
鍵部分移行術 を 併用 し た 術後， 3 例中 2 例 に 足関
節背屈時の外反が可能 と な り ， 良好な結果が得 ら
れた た め ， 文献的考察 を加 え て報告す る .

症例検討 座長 : 石井 要
7 . 肘関節伸展制限な ど を認めた四肢短縮型小人症

三重県立草の実 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー整形外科

0二井英二 ・ 西山正紀 ・ 長倉 剛
上野総合市民病院整形外科 山崎征治
三重大学整形外科 内 田淳正

症例 は 7 歳の 女児で， 某院 に て軟骨無形成症 と
診断 さ れ成長 ホ ルモ ン療法中 であ る . 身長 104 cm
指端距離 98 cm と 四肢短縮型小人症で軽度 の 前
頭部突出 を認め る . 手指 の短縮 は軽度で三尖手 は
み ら れず， 肘頭後方脱臼 に よ る と 思わ れ る 肘関節
の伸展制限がみ ら れ る . 股関節 ・ 膝関節な ど の X
線所見 も 典型的 な 軟骨無形成症 と は 異 な っ て い
る . 軟骨低形成症な ど他の骨系統疾患 も 疑わ れ る
こ と か ら ， 診断 に つ い て ご検討願 い た い .
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8 . 重度の膝富翼状片の 1 例
静岡県立 こ ど も 病院整形外科

0芳賀信彦 ・ 三浦 哲 ・ 滝川ー晴
女児. 仙骨欠損， 鎖!I， 腎尿路系形成異常 を伴

い ， 生後 1 日 で S 状結腸痩造設術 を受 け て い る .
右下肢 に重度の膝禽翼状片が あ り ， 内反尖足 を示
す足 の腫部が会陰部 に近接 し て い る . X 線上， 股
関節の ア ラ イ メ ン ト は良 く ， 翼状片の 中 で膝関節
の 自 動屈伸 は可能. 2 か 月 時 に 膝鵠翼状片の形成
術 を 行 っ た が， 坐骨神経が limiting factor と な り
膝屈 曲拘縮が残存 し て い る . 膝， 足部 に 関 し今後
の 治療方針 を討論 し て頂 き た い.

主題 : 小児骨関節感染症 座長 : 土屋大志
9 . 化膿性閉鎖筋炎の 1 例

愛知県心身障害者 コ ロ ニ ー中央病院整形外科

0高嶺由二 ・ 伊藤弘紀 ・ 矢崎 進
沖 高司

あ い ち 小児保健医療総合セ ン タ ー整形外科

服部 義
症例 は 7 歳， 男児. 誘因 な く 発熱 と 左股関節痛

出現. 他院 よ り 左股関節炎疑い に て 当院へ紹介 さ
れた. 来院時理学的所見 は左股関節可動域， 特に
外転外旋に制限が あ り ， CRP 11 . 1， X 線写真では
左坐骨部 に骨融解像 を認め ， MRI T 2 強調像 に て
閉鎖筋周 囲 に 高信号領域 を認 め た . 以上の所見 よ
り 左化膿性閉鎖筋炎 と 診断 し て抗生剤静脈内投与
を行い， 数 日 で症状 は軽減 し た . 若干の文献的考
察 を 加 え て本症例 を検討す る .

10. 化膿性仙腸関節炎の 1 例
長野赤十字上山 田病院整形外科

0加藤光朗 ・ 山 田順亮
比較的稀な小児化膿性仙腸関節炎 の 1 例 を経験

し た . 症例 は 13 歳男性. 本年 9 月 1 日 よ り 右管部
痛出現 し た . 4 日 当科初診， 坐薬投与 に て帰宅 さ せ
た が翌朝 痔痛憎悪， 体動困難 と な り 入院. 体温
38 . 60， 右瞥部の腫脹 を認め ， 血液検査で高度の炎
症反応あ り ， MRI に て仙腸関節 に T 2 高信号域 を
認め た . 感染 と 判断 し ， 当初ユ ナ シ ン S 投与 し た
が無効， 8 日 チ エ ナ ム に 変更 し た と こ ろ 症状 は
徐々 に改善 し た . 血液培養 は陰性であ っ た

11. 11 歳女児 に 見 ら れ た 両側の化膿性股関節炎の 1
例

愛知県厚生連海南病院整形外科

0植田裕昭 ・ 西 源三郎 ・ 多湖教時
土屋大志 ・ 向藤原 由花 ・ 安藤喜一郎
住田篤紀 ・ 勝田康裕

小児の化膿性股関節炎 は乳幼児 に 多 く 見 ら れ年
長児 は稀であ る . 今回我々 は ， 11 歳女児 に見 ら れ
た 両側の化膿性股関節炎 の 1 例 を経験 し ， 緊急で
の 排膿手術 を 行 い 良好な 結果 を 得 た の で報告す
る
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12. 早期診断， 治療 し た乳幼児化膿性股関節炎
愛知県厚生連海南病院整形外科

0土屋大志 ・ 西 源三郎 ・ 多湖教時
向藤原由花 ・ 安藤喜一郎 ・ 住田篤紀
勝田康裕 ・ 植田裕昭

乳幼児化膿性股関節炎 に よ る 重篤 な機能障害 を
防 ぐ た め に は早期 に診断 し確実 な排膿 を 行 う こ と
が最 も 重要であ る . 今回我々 は ， 10 例 10 股関節の
乳幼児化膿性股関節炎 に対 し超音波検査 に て 早期
診断 し ， 緊急での排膿手術 を Ludluff の ア プ ロ ー
チ で行い 良好な結果 を得た の で報告す る .

13. 小児化膿性股関節炎お よ び後遺障害 に対す る 治療
経験

名古屋市立大学整形外科

0早川 高志 ・ 和田郁雄 ・ 堀内 統
若林健二郎 ・ 大塚隆信

愛知県厚生連海南病院整形外科

土屋大志
小児化膿性股関節炎 は 緊急処置 を 要す る 小児整

形外科疾患の一つ で， 治療の遅れ は 重大 な後遺障
害 を惹起す る . 1998 年以降当科で治療 し た本症 6
例の治療概要 に つ い て報告す る と と も に ， 問題点
や疾患背景の変化 に つ い て検討 し た .

14. 化膿性股関節炎に よ り 大腿骨頭の消失 を生 じ た 3

愛知県立心身障害児療育セ ン タ ー第二青い鳥学園整形

外科

0宮田 徹 ・ 吉橋裕治 ・ 則竹耕治
名古屋大学医学部附属病院整形外科

北小路隆彦 ・ 鬼頭浩史 ・ 加藤光康
1987 年以後経験 し た 新生児 ・ 乳児期化膿性股関

節炎 に よ る 後遺変形例の う ち ， 大腿骨頭の消失 を
認めた 3 例の経過 に つ い て ， 施行 し た 治療 を含め
検討 し た . 片側羅患の 2 例 に は， そ れぞれ頚部形
成 を含め た観血的整腹術， Weissman 手術等 を ，
両側の 1 例 に対 し て は理学療法の み を行 っ た . 問
題点 は あ る が， 前二者で は比較的良好な支持性が
得 ら れ歩容異常 も 軽度であ り ， 両側例で は実用的
歩行が可能 と な っ て い る .

特別講演 座長 : 和田郁雄
日 本整形外科学会研修会
乳幼児化膿性股関節炎後遺変形の治療

福岡市立 こ ど も 病院 ・ 感染セ ン タ ー副院長
藤井敏男


